
＜別紙＞ 
1. 研究開発課題 
（1）AI によるネットワーク運⽤技術 
５G を⽀えるインフラ技術となるネットワーク仮想化技術およびソフトウェア制御技
術の発展により、ネットワークの柔軟性が増加する⼀⽅で、仮想化やソフトウェア化
に基づく運⽤データの肥⼤化により故障の検知やその故障の復旧対処、ネットワーク
再設計等の複雑化が問題となります。本課題では、通信品質を維持する短期的な運⽤
業務（監視・障害復旧業務など）の⾃動化を⽬的として、以下の研究開発を⾏います。 
・ AI を⽤いた故障の未然検知、検出された故障の復旧対処を⾃動選択・実⾏させる

「ネットワーク品質分析、業務抽出・実⾏技術」 
・ 故障時のサービス影響の最⼩限に抑制するため、障害の状況に応じて AI によりネ

ットワーク資源の優先度を最適に決定する「⾃動資源制御アルゴリズム」 
 
（2）AI によるネットワークサービス⾃動最適運⽤制御技術 
ネットワークの活⽤を前提としたサービスの増加に伴い、ネットワークに求められる
サービス要件も多様化すると予想され、多種多様の要件に対応した通信サービスの迅
速提供が課題となります。本課題では通信品質を維持する⻑期的な運⽤業務（サービ
ス・ネットワーク設計、開通の⽇勤業務など）の⾃動化を⽬的として、以下研究開発
を⾏います。 
・ AI を活⽤したサービス要件仕様から動的にネットワーク要件仕様を規定する「AI

ネットワークリソース最適化技術」 
・ ネットワーク要件仕様に基づきネットワーク機能とリソース配分などの要件を満

たすネットワーク最適設計を導出する「設計制御・更新の⾃動化技術」  
 
 
 
２. 各社役割 

KDDI、⽇⽴、NEC、NICT は本研究開発において、AI を活⽤したネットワーク運⽤
技術およびネットワーク制御技術の確⽴と、各技術の有効性を検証後、各技術を統合し
た実証動作することを⽬標とし、以下の研究開発に取り組みます。 
 
（1）KDDI、⽇⽴、NEC、NICT 共同 
AI 活⽤を考慮した、運⽤⾃動化を⽀援するリファレンスモデルの確⽴ 

（2）KDDI 
AI を活⽤した障害の要因解析・予兆検出及び復旧対処により通信品質の維持・向上を
実現するための技術の確⽴ 

（3）⽇⽴ 
AI を活⽤したサービス要件分析により、⼈⼿を介さずにネットワーク要件に変換し、



継続してネットワークリソースを最適化する技術の確⽴ 
 

（4）NEC 
AI を活⽤した設計制御・更新の⾃動化により各種ネットワーク要件の擦り合わせを⾏
って具体的なネットワークの構成を⾃動設計・更新する技術の確⽴ 

（5）NICT 
AI を活⽤した⾃動資源調停および機能移⾏制御により、サービス品質劣化の要因とな
る事象を抑制するための技術の確⽴ 

 

 

 

以 上 

（注）NFV（Network Function Virtualization）：ルータ機能、ファイアウォール機能などのネットワ
ークを構成する各種機能を仮想化し、専⽤ハードウエアを利⽤せず汎⽤サーバ上でネットワーク機能を実
現する技術です。 

 

＜研究開発の全体像＞ 


